
ゼロカーボンシティ会津若松宣言

　私たちが愛する会津若松市は、周囲には広大な山々や猪苗代
湖があり、豊かな自然にあふれています。また、城下町として、
長きにわたって伝統や文化が受け継がれ、「ならぬことはなら
ぬ」という言葉に代表される什の掟により培われた會津人の心
が、今も息づいています。　
　私たちは豊かな自然を守り、先人たちが築いてきた歴史を誇
りに思い、誰もが幸せに暮らしていけるまちをつくり、次の世
代へと引き継いでいかなければなりません。
　しかし、近年、この会津若松市でも、猛暑・豪雨・少雪など
の地球温暖化の影響が強く実感されるようになり、災害の増加
や農作物への被害等の懸念が高まっています。この地球温暖化
は、私たち一人ひとりの社会経済活動によって、二酸化炭素な
どの温室効果ガスの排出量が増えたことが原因であるとされて
います。
　私たちが愛する会津若松市を未来の「あいづっこ」に引き継
ぐために、市民・事業者・行政が一体となり、地域全体で地球
温暖化の原因となる温室効果ガスの排出の削減に取り組むこと
が、今私たちが「やらねばならぬこと」です。
　このような強い決意のもと、ここに、２０５０年までのでき
るだけ早い時期に、温室効果ガス排出量を実質ゼロにする
「ゼロカーボンシティ会津若松」を目指すことを宣言します。

　　令和３年１２月２７日　

　　　　　　　　　　　会津若松市長　


